
躍進の23春闘
先
行
組
合
に
聞
く
　
交
渉
の
成
果

車いす乗降で５００円
静岡・伊豆箱根交通労組

　

２
０
２
３
春
闘
の
交
渉
も
佳
境
を
迎
え
、
先
行
妥
結
組
合
か
ら
は
次
々
と
目
覚
ま

し
い
内
容
の
妥
結
報
告
が
届
い
て
い
ま
す
。
４
月
12
日
時
点
で
、
全
自
交
本
部
に
は

７
地
連
本
の
22
職
場
か
ら
妥
結
報
告
が
寄
せ
ら
れ
、
歩
率
ア
ッ
プ
や
基
本
給
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
、
地
域
最
低
賃
金
を
46
円
上
回
る
企
業
内
最
賃
の
創
設
、
一
時
金
の
増
額

や
車
い
す
乗
降
手
当
な
ど
、
各
地
で
大
幅
な
賃
上
げ
が
実
現
し
ま
し
た
。
内
勤
職
員

の
待
遇
改
善
も
多
数
実
現
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
や
有
給

休
暇
の
改
善
な
ど
労
働
条
件
の
改
善
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
先
行
組
合
の
勝
ち
得
た

成
果
は
、ま
さ
に
今
、粘
り
強
く
交
渉
を
行
っ
て
い
る
仲
間
を
勇
気
づ
け
る
内
容
で
す
。

新
潟
地
連・柏
崎
交
通
労
組

ベ
ア
４
５
０
０
円

北
海
道・安
全
永
楽
交
通
労
組

配
分
率
１
％
ア
ッ
プ

﹃
真
剣
勝
負
﹄

だ
。
先
日
、
衆

議
院
の
憲
法
審

査
会
を
傍
聴
し

た
際
の
印
象
で

あ
る
。
自
公
に

加
え
維
新
、
国

民
民
主
も
改
憲
を
目
指
す
中
、

立
憲
民
主
党
の
議
員
は
ほ
と
ん

ど
孤
軍
奮
闘
で
言
葉
を
武
器
に

闘
っ
て
い
た
。
や
は
り
、
議
会

の
中
に
こ
そ
議
員
の
仕
事
の
本

分
が
あ
る
▽
今
国
会
で
は
国
交

委
員
会
で
も
、
厚
労
委
員
会
で

も
、
ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

要
請
行
動
に
参
加
し
た
立
憲
民

主
党
議
員
が
ハ
イ
タ
ク
労
働
者

の
立
場
に
立
っ
た
質
問
を
し
て

く
れ
て
い
る
（
４
面
に
記
事
）。

議
場
で
語
ら
れ
る
言
葉
の
力
は

非
常
に
重
い
▽
自
治
体
議
員
も

同
じ
だ
。
県
議
会
や
市
議
会
で

し
っ
か
り
と
仕
事
を
し
て
く
れ

て
い
る
議
員
が
ど
れ
だ
け
大
切

な
存
在
か
。
そ
の
議
席
を
守
る

こ
と
が
、
私
た
ち
の
生
活
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
▽
そ
し

て
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
、
最

大
の
﹃
真
剣
勝
負
﹄
は
、
今
ま

さ
に
闘
わ
れ
て
い
る
春
闘
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
妥
結
報
告
が
届

い
た
中
に
は
、
な
ん
と
７
回
も

の
団
交
を
闘
っ
た
単
組
も
あ
る

▽
も
ち
ろ
ん
、
全
て
が
う
ま
く

い
く
こ
と
は
な
い
。
譲
歩
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
労
働
者
の
思
い
を
代
表

し
、
粘
り
強
く
﹃
真
剣
勝
負
﹄

の
交
渉
を
闘
う
組
合
役
員
の

姿
。
そ
れ
こ
そ
が
未
来
へ
の
希

望
、
後
進
の
道
し
る
べ
と
な
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
。
Ｋ
・
Ｔ

　
柏
崎
交
通
労
組
は
３
月
17
日
に

妥
結
。
固
定
給
を
主
体
と
し
た
Ａ

型
賃
金
体
系
の
中
で
、
従
来
の
定

昇
５
０
０
円
に
加
え
、
４
５
０
０

円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
現
し
、

高
齢
乗
務
員
の
時
給
額
に
つ
い
て

も
45
~
50
円
の
増
額
を
達
成
。
さ

ら
に
60
歳
定
年
を
65
歳
ま
で
延
ば

し
定
昇
も
65
歳
ま
で
継
続
。
事
務

職
な
ど
の
年
間
休
日
を
増
や
す
な

ど
、
満
額
に
近
い
内
容
で
妥
結
し

ま
し
た
。

　
中
川
義
昭
委
員
長
（
新
潟
地
連

委
員
長
）
は
、「
今
ま
で
は
要
求

を
跳
ね
返
さ
れ
て
き
た
が
﹃
人
手

不
足
の
中
で
、
労
働
環
境
を
整
備

し
選
ん
で
も
ら
え
る
会
社
に
し
な

け
れ
ば
﹄
と
い
う
組
合
の
主
張
が

経
営
側
に
も
理
解
さ
れ
た
。
役
員

を
し
て
15
年
に
な
る
が
、
賃
上
げ

５
０
０
０
円
と
い
う
水
準
は
今
年

が
初
め
て
だ
」
と
語
り
ま
す
。

　
新
潟
Ｂ
地
区
は
、
運
賃
改
定
を

控
え
て
い
ま
す
が
、
新
潟
地
連
の

海
藤
正
彦
書
記
長
は
「
歩
合
給
の

み
の
会
社
は
運
賃
改
定
の
増
収
分

が
自
然
に
賃
金
に
反
映
さ
れ
る

が
、
Ａ
型
賃
金
の
会
社
で
は
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
、
適
正
に

反
映
さ
れ
な
い
。
足
切
り
額
を
上

げ
て
固
定
給
部
分
も
上
げ
る
形
式

が
多
か
っ
た
が
、
今
回
、
足
切
り

を
維
持
し
て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実

現
し
た
意
味
は
大
き
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
。

　
伊
豆
箱
根
交
通
労
組
は
3
回
の

団
交
を
闘
い
3
月
16
日
に
妥
結
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
タ
ク
シ
ー
の
車
い
す

乗
降
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
の
手

当
創
設
を
は
じ
め
、
63
歳
か
ら
65

歳
へ
の
定
年
延
長
、
乗
務
員
の
歩

合
率
０・
１
％
引
き
上
げ
や
、
一

般
職
の
賃
上
げ
、
運
行
管
理
者
手

当
１
万
円
の
創
設
と
い
っ
た
多
く

の
成
果
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
西
尾
喜
久
夫
委
員
長
（
静
岡
ハ

イ
タ
ク
連
合
会
事
務
局
長
）
は
、

「
会
社
は
コ
ロ
ナ
前
か
ら
赤
字
で
、

私
た
ち
は
５
年
間
も
我
慢
を
強
い

ら
れ
て
き
た
。
経
営
者
に
も
そ
の

点
を
説
明
し
、
交
渉
に
臨
ん
だ
」

と
語
り
ま
す
。
会
社
は
ま
だ
黒
字

化
し
て
い
ま
せ
ん
が
、「
各
営
業

所
で
乗
務
員
が
足
り
ず
、
駅
の
入

構
車
両
を
確
保
す
る
た
め
に
ア
プ

リ
の
仕
事
を
取
れ
な
い
こ
と
も
多

い
」
と
い
う
状
況
を
背
景
に
力
強

く
交
渉
。「
私
が
委
員
長
に
な
っ

て
か
ら
こ
れ
だ
け
成
果
の
あ
る
春

闘
は
初
め
て
だ
」
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
最
終
団
交
で
も
粘
り
、
解

決
一
時
金
３
０
０
０
円
の
追
加
回

答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　
１
回
５
０
０
円
の
車
い
す
乗
降

手
当
は
、時
間
が
掛
か
る
乗
降
が
、

現
場
乗
務
員
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
会
社
も
理
解
し
、
１
回

目
の
団
交
で
合
意
。
西
尾
委
員
長

は
「
会
社
が
理
解
し
て
く
れ
た
こ

と
は
喜
ば
し
く
、
接
客
面
で
も
プ

ラ
ス
に
な
る
」
と
語
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
前
か
ら
要
求
し
て
い
た

運
行
管
理
者
手
当
も
１
万
円
で
合

意
。
資
格
保
有
者
に
も
１
０
０
０

円
の
手
当
を
つ
け
、
資
格
取
得
を

後
押
し
し
ま
す
。

賃
金
を
上
げ
て
ほ
し
い
﹄と
、２
％

ア
ッ
プ
を
要
求
し
た
。
２
回
目
の

団
交
で
１
％
ア
ッ
プ
が
実
現
し
た

時
は
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。「
乗
務

員
は
全
く
足
り
て
い
な
い
。
札
幌

で
は
倒
産
し
た
タ
ク
シ
ー
会
社
の

乗
務
員
が
取
り
合
い
に
な
っ
て
い

る
」
と
い
う
情
勢
下
、
し
っ
か
り

と
賃
金
を
上
げ
る
必
要
性
を
労
使

が
確
認
し
ま
し
た
。

　
決
算
手
当
は
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年

間
ゼ
ロ
、
コ
ロ
ナ
前
も
1
万
円
ほ

ど
で
し
た
が
、
今
回
は
３
万
円
で

妥
結
。車
内
用
の
大
型
掃
除
機
や
、

サ
イ
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
設
備
改
善

も
実
現
し
ま
し
た
。

算
手
当
）
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
者
輸
送

の
仕
事
が
安
定
し
た
売
上
に
な
り

ま
し
た
が
、「
乗
務
員
は
防
護
服

を
着
て
運
転
し
た
が
特
別
の
手
当

は
な
く
、
こ
の
春
闘
で
分
配
を
勝

ち
取
る
必
要
が
あ
っ
た
」
と
徳
本

博
書
記
長（
北
海
道
地
連
書
記
長
）

は
、
今
春
闘
に
か
け
た
思
い
を
語

り
ま
す
。

　
「
嘱
託
雇
用
（
65
歳
以
上
）
と

正
社
員
の
割
合
は
半
々
ほ
ど
だ

が
、
団
交
で
は
﹃
ま
ず
若
い
人
の

　
春
一
番
の
便
り
は
、
北
の
大
地

か
ら
届
き
ま
し
た
。
安
全
永
楽
交

通
労
組
は
２
回
の
団
交
を
経
て
、

全
自
交
で
最
速
の
２
月
24
日
に
妥

結
。
正
社
員
の
月
例
給
の
賃
金
配

分
率
を
49
↓
50
％
に
ア
ッ
プ
、
さ

ら
に
３
万
円
の
生
活
支
援
金
（
決

歩
率
ア
ッ
プ
！
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
！

車
い
す
乗
降
手
当
！
定
年
延
長
！

イ
ン
フ
レ
手
当
や
企
業
内
最
賃
！

内
勤
職
の
昇
給
！
育
休・有
給
改
善
！

西
尾
委
員
長

伊
豆
箱
根
交
通・熱
海
営
業
所

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ク
シ
ー
。広

告
収
入
も
春
闘
の
原
資
に
な

り
ま
す
。

各単組の妥結内容
2面で詳報

中川委員長

ハイタク・観光バス・自教労働者の新聞 全自交労連ホームページhttp://www.zenjiko.or.jp　　公式ツイッター＠zenjiko_roren

T H E  Z E N J I K O主な記事
全自交しんぶん

発　行＝全国自動車交通労働組合連合会
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電　話＝03東京（3408）0875
ＦＡＸ＝03東京（3497）0107
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３面：都道府県別タクシーの
賃金・労働条件

４面：国会でハイタク議論▽
国交省交渉の回答詳細

第1235号
４月15日

（有料制1059号）

2023年/令和５年



２３春闘妥結状況  第１弾推
計
年
収
３
６
１
万
円

(４月12日現在の本部集約分　7地連本、22単組・支部、4380人)
【北海道地連】
2.24	 �安全永楽交通労組　月例給の配分率を1％引上げ、一時金含め年間配分率54％➡55％に▽生活支援

助成金30,000円▽夏季一時金3ヵ月分の前倒し支給▽サイドバイザー順次装着▽車内清掃用大型掃
除機の導入

3.31	 �ダイコク交通労組　現行賃金制度維持▽洗車手当125円⇒130円（1勤務当たり）▽下車勤務規定見
直し

【岩手地本】
3.27	 �北都支部　現行賃金制度維持▽団交時の会社収支状況の公開▽組合掲示板の使用確認▽有給休

暇取得基準の改定
4.1	 �玉川支部　企業内最低賃金900円の締結（地域最賃＋46円）により、基本給＋割増賃金が、乗務員で1

万円以上、配車業務者と事務員で7,600円以上のベースアップ▽解決一時金として全従業員一律1万円
を支給

【千葉地連】
3.22	 京成タクシー八街労組　現行賃金制度維持▽解決一時金＝正・嘱託社員7,000円（非正規3,000円）
3.27	 �京成タクシー佐倉労組　現行賃金制度維持▽解決一時金＝正社員7,000円、嘱託社員5,000円、定時

制3,000円
4.10	 �京成タクシー成田労組　現行賃金制度維持▽解決一時金10,000円＋物価高騰支援金5,000円▽バス

＝定期送迎便仮想営収改善▽タクシー＝デマンド仮想営収改善、貸切料金改善

【東京地連】
3.28	 �京王自動車労組　現行賃金制度維持▽コロナ感染防止対策春闘解決特別協力一時金6,000円～

12,000円▽カスハラ対策の基本方針策定▽バス乗務員試雇期間短縮(6ヵ月⇒3ヵ月)▽隔日勤務年齢上
限引上げ(63歳⇒65歳）

3.31	 �大和自動車交通労組　《乗務員》現行賃金制度維持《職員》定期昇給(300円)＋初任給改定に伴う
調整分《工員》定期昇給(300円)＋資格手当の重複支給▽年間一時金＝ハイヤー・工員で昨年実績＋
10,000円▽乗務員無事故無違反表彰の拡充▽営業・事故防止施策の協議・実施

【静岡ハイタク】
3.16	 �伊豆箱根交通労組　《乗務員》歩合率 0.1％引上げ《一般職》定昇+平均1,300円の賃上げ▽特別一

時金3,000円（短時間労働者1,000円）▽JPNタクシー車いす乗降介助手当1回ごと500円▽運行管理選
任者10,000円/月▽運行管理資格保有者1,000円/月▽定年年齢引上げ63歳⇒65歳。70歳まで継続雇
用

3.21	 �遠鉄タクシー労組　《運転者》賃金計算におけるコロナ減収対策の一部継続《非乗務員》現行＋8,000
円の賃上げ▽期末一時金30,000円（インフレ手当）▽非乗務員の年間賞与＋0.3ヵ月▽育休制度改定
（短時間対象者拡充）小1⇒小4▽非乗務員の年間労働時間40時間削減

3.23	 �静鉄タクシー労組　交通費改定し、10ｋｍ～20ｋｍ＝現行＋300円、20ｋｍ以上＝現行＋500円の増額▽
人間ドック費用補助10,000円▽コロナ対策で実施していたリフレッシュ休暇制度の1年間継続

3.28	 �アンビ・ア・タクシー労組　定昇500円▽春闘一時金6,000円（インフレ手当）▽賞与年功加算5000円/
年▽制服支給（ワイシャツ・スラックス）

【愛知地連】
3.14	 �名鉄西部交通労組　現行賃金制度維持＋運賃改定後賃上げ再協議▽一時金＝賃金再協議時に支

給額協議▽年間臨時給＝別途協議	
3.22	 �名鉄四日市タクシー労組　現行賃金制度維持＋運賃改定後賃上げ再協議▽年間臨時給＝別途協議

▽改善基準告示改定に伴う労務管理の徹底・強化
3.23	 �名鉄交通労組　乗務員本給＝現行＋10,000円▽非乗務員本給＝現行＋3,000円▽年間臨時給＝積算

歩率引き上げ▽春闘一時金＝5,000円▽有給取得改善のための足切り額表見直し▽夜間勤務の手当
新設

3.23	 �愛電交通労組　基本給＝現行＋10,000円▽営業回数手当＝現行＋5円/1回▽年間臨時給＝積算歩率
引き上げ▽春闘一時金＝別途協議▽有給取得時の手当改善

3.23	 �名鉄知多タクシー労組　賃金については運賃改定後再協議するが、平均3％賃上げで合意▽年間臨
時給＝別途協議▽車いす乗降手当新設＝200円/1回▽免許返納者・障害者割引の運転者負担を事業
者負担に▽ジャンボ車両手当を新設＝500円/1乗務

【新潟地連】
3.17	 �柏崎交通労組　Ａ型賃金でベースアップ4,500円＋定昇500円▽パート時給45～50円アップ▽夏季年末

一時金別途交渉▽定年を60歳から65歳に延長し、60歳以降の定昇加算も実施
3.30	 新発田観光タクシー労組　現行賃金制度維持▽春闘一時金25,000円	
3.31	 �しあわせ交通労組　《乗務員》現行賃金制度維持《配車要員》現行＋10,000円《事務員》現行＋5,000

円▽免許返納者割引と高齢者割引の運転者負担を事業者負担に変更

【石川ハイタク】
3.9	 �石川近鉄タクシー労組　現行賃金制度維持▽春闘解決一時金4,000円▽業務遂行協力金1,000円▽

接客・観光研修の実施
3.16	 大和タクシー労働組合　現行賃金制度維持▽クールビズ実施に伴う夏用シャツ支給
3.20	 �石川交通労働組合　現行賃金制度維持▽特別一時金5,000円▽期末一時金4,000円～5,500円▽働

き方検討委員会（有期雇用者の同一労働・同一賃金の議論）▽営業所移動の柔軟な対応(乗務員から
の申請による）

　
厚
生
労
働
省
の
２
０
２
２
年
賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
労
働
者
（
男
女

計
）
の
全
国
平
均
の
推
計
年
収
は

３
６
１
万
３
３
０
０
円
と
な
り
、

２
０
２
１
年
か
ら
比
べ
て
約
81
万

円
の
回
復
と
な
っ
て
い
ま
す
。
統

計
上
は
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年

の
年
収
を
も
、
４
万
円
弱
上
回
る

数
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
場
の

生
活
実
感
は
ま
だ
ま
だ
苦
し
い
ま

ま
。
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
っ
て
、

家
計
に
関
す
る
全
自
交
の
春
闘
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
赤
字
」
が
33
・

６
％
、「
ト
ン
ト
ン
」
が
55
・
２
％

と
い
う
状
況
で
す
。
全
産
業
の
年

収
と
の
格
差
も
縮
ま
り
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
男
女
合
計
で
約
１
３
５
万

円
、
男
性
の
み
の
比
較
で
は
約

１
９
１
万
円
の
格
差
が
あ
り
ま
す
。

　
賃
金
改
善
の
要
因
は
、
何
よ
り

も
労
働
者
不
足
の
影
響
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
３
６
１
万

円
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
年
収
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、

人
材
獲
得
に
は
さ
ら
な
る
賃
上
げ

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

※
推
計
年
収
は
２
０
２
２
年
６
月

の
残
業
代
を
含
め
た
月
例
賃
金
を

12
倍
し
、
そ
れ
に
一
時
金
・
賞
与

な
ど
を
足
し
た
金
額
。

４面間違い探しの答え
①吹き流しの模様 ②上のこいのぼりの尾びれ ③下のこい
のぼりの胸びれ ④下のこいのぼりの目 ⑤左端の人の帽子  
⑥中央の人が持つ菓子 ⑦右端の花

ハ
イ
タ
ク
賃
金 

コ
ロ
ナ
前
水
準
に
回
復
！？

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２３５号（2）２０２３年４月15日



全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２３５号（3）２０２３年４月15日



連
合
芳
野
会
長
と
意
見
交
換

下
条
み
つ  

衆
議
院
議
員

大
西
健
介  

衆
議
院
議
員

ニュース速報

ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
国
交
省
交
渉
の
主
な
要
請
と
回
答

　

大
西
健
介
議
員
（
立
憲
民
主

党
、
愛
知
13
区
）
は
３
月
22
日
の

衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
ハ
イ

タ
ク
産
業
の
労
働
問
題
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
大
西
議
員
は
、

３
月
９
日
に
行
わ
れ
た
ハ
イ
タ
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
厚
労
省
交
渉
に
も

同
席
し
て
お
り
、
そ
こ
で
出
た
ハ

イ
タ
ク
労
働
者
の
声
を
国
会
で
政

府
に
ぶ
つ
け
て
い
ま
す
。

　
「
タ
ク
シ
ー
業
界
で
は
地
域
最

低
賃
金
を
下
回
る
場
合
で
も
休
憩

や
出
退
勤
の
時
間
等
が
改
ざ
ん
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
調
査
を

し
て
も
不
正
が
確
認
で
き
な
い
事

例
が
あ
る
よ
う
だ
」と
問
題
提
起
。

「
日
報
や
タ
コ
メ
ー
タ
ー
の
確
認

や
運
転
者
へ
の
聞
き
取
り
を
徹
底

的
に
行
っ
て
、
厳
正
な
監
督
を
」

と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
歩
合
給
の

減
額
を
避
け
る
た
め
に
有
給
休
暇

が
取
得
し
に
く
い
現
状
の
改
善
も

求
め
ま
し
た
。

　
厚
労
省
の
鈴
木
英
二
郎
労
働
基

準
局
長
は
「
運
転
日
報
や
タ
コ
グ

ラ
フ
と
い
っ
た
客
観
的
な
証
拠
か

ら
労
働
時
間
に
対
す
る
賃
金
の
支

払
い
の
有
無
な
ど
を
必
ず
確
認
し

て
い
る
」
と
答
え
た
も
の
の
、
タ

コ
グ
ラ
フ
未
装
着
や
、
日
報
が
改

ざ
ん
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
は
言

及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
有
給
休
暇

に
つ
い
て
は
「
売
上
確
保
や
賃
金

減
額
を
避
け
る
と
い
っ
た
理
由

で
、
取
得
を
抑
止
す
る
こ
と
は
不

適
当
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
の

改
正
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
も
の
で
、
地
域
で
合
意
す
れ

ば
、
独
自
の
運
賃
を
設
定
で
き

る
制
度
で
す
。

　
堀
内
丈
太
郎
自
動
車
局
長
は
協

議
運
賃
に
つ
い
て
「
地
域
の
関
係

者
に
よ
る
協
議
が
と
と
の
っ
た
時

は
、
従
来
の
認
可
制
運
賃
に
よ
ら

ず
、
届
け
出
で
運
賃
を
導
入
で
き

る
制
度
」
と
説
明
。
一
方
で
「
協

議
運
賃
が
、
他
の
事
業
者
と
の
間

に
不
当
な
競
争
を
引
き
起
こ
す
運

賃
と
な
っ
た
場
合
に
は
道
路
運
送

法
に
基
づ
き
変
更
命
令
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
、
不
当
に
安
い

運
賃
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
歯

止
め
を
か
け
る
考
え
を
述
べ
て
い

ま
す
。

性
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
た
だ
し

ま
し
た
。
同
委
員
会
で
理
事
を
務

め
る
伴
野
豊
議
員（
立
憲
民
主
党
、

愛
知
８
区
）
と
連
携
し
、
下
条
議

員
が
発
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
の
協
議
運
賃
は
地

　
３
月
22
日
の
衆
議
院
国
土
交
通

委
員
会
で
下
条
み
つ
議
員
（
立
憲

民
主
党
、
長
野
２
区
）
は
、
タ
ク

シ
ー
の
協
議
運
賃
に
つ
い
て
「
運

賃
に
差
が
出
て
く
る
。
こ
の
整
合

や
有
給
休
暇
の
改
善
も
大
事
な
春

闘
の
成
果
」
と
コ
メ
ン
ト
。
ま
た

「
消
費
者
の
マ
イ
ン
ド
を
変
え
た

い
。
モ
ノ
に
は
適
正
な
価
格
が
あ

る
」
と
、
賃
上
げ
の
た
め
の
価
格

転
嫁
（
運
賃
改
定
）
の
必
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
、
連
合
の
芳

野
友
子
会
長
ら
が
、「
出
前

対
話
活
動
」
と
し
て
、
全

自
交
会
館
を
訪
問
。
ハ
イ

タ
ク
労
働
者
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
、
関
東
圏
の

全
自
交
三
役
と
意
見
交
換

し
ま
し
た
=
写
真
。
全
自

交
側
は
、
歩
合
制
賃
金
の

特
徴
や
、
春
闘
交
渉
の
難

し
さ
を
説
明
。
歩
合
給
主

体
の
他
業
種
と
の
意
見
交

換
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

芳
野
会
長
は
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
、「
制
服
の
支
給

（
◆
が
要
請
項
目　

◎
が
回
答
の
趣
旨
。３
月
９
日
に
実
施
。前
号
に
記
事
）

◆
コ
ロ
ナ
臨
時
休
車
制
度
の
車
両
の
復
活
期
限
を
２
０
２
５
年
度
以
降
も
延
長
さ
れ
た
い

　

◎
期
限
が
到
来
す
る
時
期
の
タ
ク
シ
ー
需
要
への
影
響
な
ど
を
鑑
み
、復
活
期
限
の
再
設
定
な
ど
必
要
な
措
置
を
検
討
し
た
い
。

◆
特
定
地
域
の
指
定
要
件
に
合
致
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、事
業
者
の
意
向
に
よ
っ
て
不
同
意
と
な
る
こ
と
へ
の
対
応

　

◎
協
議
会
に
お
け
る
決
議
方
法
を
見
直
す
な
ど
の
検
討
を
行
って
い
き
た
い
。

◆
特
定
、準
特
定
地
域
協
議
会
の
書
面
開
催
の
是
正

　

◎
特
定
地
域
の
指
定
に
関
す
る
議
決
に
つい
て
、今
年
度
は
、対
面
開
催
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
、出
席
者
が
意
見
を
交
わ

す
こ
と
の
で
き
る
方
法
で
開
催
す
る
よ
う
、地
方
運
輸
局
を
通
じ
て
各
地
の
協
議
会
へ
指
示
し
た
。

◆
運
転
者
負
担
の
是
正

　

◎
令
和
２
年
２
月
の
運
賃
改
定
実
施
時
に
事
業
者
団
体
に
通
達
を
発
出
し
、配
車
ア
プ
リ
の
手
数
料
な
ど
事
業
に
要
す
る
経

費
を
運
転
者
に
負
担
さ
せ
る
慣
行
が
あ
る
場
合
、見
直
し
を
図
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
な
ど
を
周
知
徹
底
し
て
い
る
。国
土

交
通
省
と
し
て
、運
賃
改
定
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
状
況
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、地
方
運
輸
局
を
通
じ
て
必
要
な
指
導

等
を
行
う
。

◆
定
額
乗
り
放
題
サ
ー
ビ
ス「
ｍｏ
ｂ
ｉ
」に
つ
い
て

　

◎
今
後
、本
格
運
行
を
行
う
に
当
た
って
は
、近
距
離
移
動
の
需
要
を
喚
起
で
き
た
の
か
、既
存
の
交
通
事
業
者
の
需
要
を
損

な
う
も
の
で
な
い
の
か
、と
いっ
た
観
点
か
ら
実
証
実
験
の
結
果
の
検
証
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。本
格
運
行
を
行
う
に

は
、交
通
事
業
者
も
参
画
す
る
地
域
公
共
交
通
会
議
で
協
議
が
と
と
のっ
た
上
で
、乗
合
許
可
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
都
市
型
ハ
イ
ヤ
ー
の
乱
立
問
題　

過
当
競
争
や
運
賃
改
定
が
難
し
く
な
る
弊
害
に
つ
い
て

　

◎
ハ
イ
ヤ
ー
に
お
け
る
運
賃
改
定
に
つい
て
は「
７
割
ル
ー
ル
」が
適
用
さ
れ
る
が
、利
用
形
態
が一般
タ
ク
シ
ー
と
異
な
り
、利
用

者
への
影
響
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、手
続
開
始
の
申
請
要
件
を
７
割
か
ら
５
割
へ
緩
和
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
う
方
針
。

◆
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
白
タ
ク
行
為
の
合
法
化
は
、今
後
も
断
固
と
し
て
認
め
な
い
よ
う
に

　

◎
ラ
イ
ド
シェア
は
白
タ
ク
行
為
で
あ
り
道
路
運
送
法
に
違
反
す
る
行
為
だ
。

◆「
燃
料
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
間
は
継
続
を

　

◎
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
に
つい
て
は
、令
和
５
年
９
月
末
ま
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
適
正
な
運
賃
改
定
と
、公
定
幅
運
賃
の
下
限
割
れ
運
賃
設
定
事
業
者
へ
の
厳
格
な
対
応

　

◎
運
賃
改
定
に
よ
り
、賃
上
げ
を
中
心
と
し
た
タ
ク
シ
ー
運
転
者
の
労
働
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
、迅
速
化
に
最
大
限
努
め
て
い
る
。下
限
割
れ
運
賃
設
定
事
業
者
に
つい
て
は
、裁
判
の
動
向
を
注
視
し
つつ
、引
き
続

き
粘
り
強
く
指
導
を
行
う
な
ど
、法
令
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

◆
運
賃
改
定
実
施
時
に
、歩
合
率
引
き
下
げ
な
ど
労
働
分
配
率
の
改
悪
を
行
う
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
対
し
、社
名
公
表
や
補
助

金
対
象
か
ら
の
除
外
な
ど
可
能
な
限
り
の
対
応
を
。労
働
者
等
か
ら
の
通
報
が
あ
っ
た
場
合
に
は
機
動
的
に
対
応
さ
れ
た
い

　

◎
賃
金
制
度
は
基
本
的
に
労
使
間
で
定
め
る
事
項
で
あ
る
も
の
の
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
適
切
に
行
って
い
く
。

◆
運
賃
ブ
ロ
ッ
ク
や
事
業
区
域
の
見
直
し

　

◎
運
賃
ブ
ロッ
ク
の
見
直
し
は
、運
転
者
の
労
働
環
境
を
改
善
す
べ
く
、２
~
３
年
の
周
期
で
運
賃
改
定
が
行
え
る
よ
う
、審
査　

の
迅
速
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。営
業
区
域
の
見
直
し
は
、交
通
空
白
地
と
な
り
運
送
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
困
難
な
地
域
を
見

直
す
目
的
で
検
討
中
。見
直
し
に
当
た
って
は
、必
要
に
応
じ
労
働
組
合
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
関
係
者
の
意
見
も
踏
ま

え
る
。

◆
旅
行
業
者
登
録
の
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
に
よ
る
実
質
的
な
運
賃
割
引
に
規
制
を

　

◎
公
共
交
通
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
不
適
切
な
運
用
と
な
って
い
な
い
か
注
視
し
つつ
、必
要
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る
。

◆
配
車
ア
プ
リ
が
メ
ー
タ
ー
以
外
の
配
車
手
数
料
を
徴
収
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

　

◎
配
車
手
数
料
は
、運
送
の
対
価
で
は
な
く
、配
車
ア
プ
リ
に
よ
り
利
用
者
が
享
受
し
た
便
益
の
対
価
と
な
る
が
、今
後
、仮
に

配
車
手
数
料
が
高
額
と
な
って
い
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、公
共
交
通
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

国会でハイタク議論
最賃違反や協議運賃に懸念

【運賃改定45都道府県に】
　3月31日に高知市域で運賃改定申請があ
り2020年12月以降では、鳥取・島根を除く45
都道府県でタクシー運賃改定の動き。

【ダイナミックプライシング制度化案】
　国土交通省は3月31日にダイナミックプライ
シング（事前確定型変動運賃）の案を発表。
アプリで乗車する時にリアルタイムで５割増～
５割引まで運賃を変動させられるが、その平
均値が通常の運賃の幅の中に収まっていな
い場合は、運賃の認可が取り消される。また
新たな運転者負担を行うことも制限した。

▲ 答えは2面に
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